






















































































































































































が重要である。現在の亀岡市の総水田面積は 18ｻ11 km2 であり，これは亀










































???􀀽􀀽???􀀫􀀫??? ?􀀽􀀽􀀱􀀱􀀬􀀬 􀀲􀀲􀀬􀀬 􂋯􂋯􀀬􀀬 ? 􀀻􀀻 ?􀀽􀀽􀀱􀀱􀀬􀀬 􀀲􀀲􀀬􀀬 􂋯􂋯􀀬􀀬? (1)
ここで，???は客観的観測が可能な代表的な効用(間接効用関数)の部分であ
り，???は個人の特質からくる客観的観察が不可能な確率的な部分(誤差項)






??????? ?􀀽􀀽􀀱􀀱􀀬􀀬 􀀲􀀲􀀬􀀬 􂋯􂋯􀀬􀀬 ? (2)
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ただし，βは効用を示すパラメータ(係数)である。
ある回答者 i は，ある選択肢 j から得られる効用 ???が，それ以外の選












































学理論に裏づけられた支払意思額(WTP: Willingness to pay)は，数式(6)のよ




























K)。つまり，数式(7)の dVと dxk に 0 を代入すれば，ターゲットとする







􂈂􂈂?? 􀀯􀀯 􂈂􂈂?􂈂􂈂??􀀽􀀽􂈒􂈒 ???? ?􀀽􀀽􀀱􀀱􀀬􀀬 􀀲􀀲􀀬􀀬 􂋯􂋯􀀬􀀬 ?􂈒􂈒􀀱􀀱 (8)
ただし，?p は金銭的負担額に関するパラメータ(所得の限界効用あるいは支


























































5 つの属性と 4 つの水準を組み合わせてできるプロファイルは，1ｼ024
個(45＝1024)も存在する。そこで直列配列法を用いてプロファイルを16個
にまで絞った。次に回答者に提示する選択セットの作成であるが，本研究


















































追加税負担額 3ｼ000円 500円 0円




























































































































































すると，BOD値が 1mg/ℓ上昇するような水質改善に 1 億2ｼ757万円の経
済的価値があることが示された。また，保全活動については，最近の年平
56





























































が仮定されているという問題がある。これは，たとえば 2つの選択肢 j と














( 2 ) 第 1種極値分布はGumbel 分布とも呼ばれ，次の数式で示される。
? 􎜀􎜀???􎜐􎜐􀀽􀀽???􎜀􎜀 􂈒􂈒?􎸒􎸒???􎜐􎜐
( 3 ) 本稿では，条件付きロジットモデル(conditional logit model)の導出は省略
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